
2017 年 1 月 31 日号 GTNS メールマガジン リレーエッセイ 

1 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

街づくりの仕事とは 

2 回目の今回は、私の上海での仕事についてご

紹介させていただきます。 

私が働いている森ビルという会社は、国内外で

街づくりを手がけている不動産デベロッパーです。

日本では六本木ヒルズ、表参道ヒルズなどを開発・

運営していますが、ここ上海では 98 年に恒生銀

行タワー（203m）、2008年に当時世界一高い展望

台とホテルを有する上海環球金融中心（492m）と

いう 2 つの超高層ビルの開発・運営を行っていま

す。 

2012 年夏より復旦大学で半年間の中国語の語

学留学を終えた私は、上海の現地法人において、

中国の第一線で働くことになりました。 

 

さて、みなさんは“街づくりの仕事”と聞いてど

のようなことを思い浮かべますでしょうか。街づ

くりには「街を創り（ハード）、街を育くむ（ソフ

ト）」という２つの側面があります。土地を取得し

て、そこに何を作るか企画し、建物や道路などを

作るのがハード。建物の完成後、施設の運営やイ

ベントの開催などを通じて街を活性化させ、育て

ていくのがソフトの部分です。 

私は主にこの 2 つの施設の運営（ソフト）の部

分に携わり、施設のプロモーション活動やこの施

設が位置する陸家嘴金融貿易中心区の地元政府や

他のビルと協力して街全体のイベントや文化活動

の取り組みを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街のプロモーション 

名前の通り、上海環球金融中心では金融センタ

ーとして中国・上海の経済を牽引する多くのビジ

ネスエリートが働いていますが、「グローバルマグ

ネット」というコンセプトのもと、ビジネスだけ

でなく様々な分野のプロフェッショナル達が知的

な交流をし、未来への新しい価値や可能性が生ま

れる街を目指して、多くの取り組みや文化イベン

トを実施しています。いくつか私が携わってきた

イベントをご紹介させていただきます。 

 

写真１：上海環球金融中心と 

     「グローバルマグネット」のアート  

 

写真２：目指すのは多様な人や情報が集う街 
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第２回 街のプロモーション編 

上海で街づくりに挑戦！ 
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芸術への関心が高まる秋には、中国や世界で活

躍するアーティストの作品を展示するアート展を

開催しています。また施設の特徴を活かし、中国

現代アーティストの第一人者・丁乙氏をはじめと

したデジタルアート作品を492mあるビルのLED

を使って発信。これまでに例のないスケールと手

法を用いたこのプロジェクトは、上海の夜空をア

ートが彩ることで、多くの上海市民にアートを身

近に感じてもらうきっかけを作りました。 

 

写真３：館内で実施したアート展 

 

写真４：ビル全体がアート作品に 

 

高さ 492mというビルの高さを生かし、1～100

階まで階段を駆け上がる「スカイマラソン」とい

うイベントも毎年開催しています。ゴールのある

展望台（474m）までは、なんと計 2,726段ありま

す。東京タワーの展望台（150m）までの階段が 600

段ですので、100 階にある展望台までの距離がい

かに長く厳しい道のりであるか想像いただけるか

と思います。上海の摩天楼の風物詩となったこの

イベントには、毎年、世界 20カ国から約 1,000名

の方に参加いただてます。私も選手として参加し

ていますが、私の記録は 35分 16秒。なお 1位の

選手はわずか 16 分 8 秒で 100 階まで駆け上がり

ます。 

    

写真６：新しい街の楽しみ方を提案した 

スカイマラソン 

        

世界で活躍するプロフェッショナルや各国の領

事館とタイアップした企画も数多く行っています。

2015 年の春には、中国と国交 65 周年を記念して

スウェーデンの国立交響楽団によるゲリラ演奏を

100 階で実施。展望台にお越しいただいた観光客

の皆さんに、上海の美しいパノラマビューと合わ

せて、世界トップクラスの音楽家が奏でる生オー

ケストラを楽しんでいただきました。 

 

写真７：地上 474m でのオーケストラ演奏 

 

 写真８：ブラジル政府とタイアップし 

     リオオリンピック開催を祝福 
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これらの継続した取り組みの中には、地域の賛

同を得て、政府によるエリア全体の文化活動や周

辺ビルに波及したものも多くあります。自分たち

のビルだけでなく、政府や他のビルと協力してエ

リア全体で取り組むことで、その注目度と波及効

果が更に高まります。この上海の金融センターが

従来型の国際金融センターの概念を超え、ビジネ

スだけでなく、文化、観光の拠点として多くの人々

を惹きつけるエリアに成長することを目指し、上

海で街づくりの仕事に携わらせていただいていま

す 

 

海外で働くということ 

これらの取り組みは、写真だけ見ると一見華や

かにみえるかもしれませんが、企画・準備の段階

では政府関係者やパートナーとの日々の調整、そ

して中国特有の事情を乗り越えて、初めて実現す

ることができます。共産圏である中国では、民間

や個人が屋外などの公共の場でイベントや集会を

行うことに対して政府が非常に慎重である為、政

府・公安など各関係機関への事前申請と入念な打

ち合わせが必要です。自分達の施設のライトアッ

プの色を変えるだけでも、景観局という政府傘下

機関に、目的・時間・内容（映し出される文字や

色）など具体的な情報を事前に申請し、許可が下

りて初めて実施できます。私自身もイベントの開

催中に、公安や入国管理局が突然現れて、一時的

にイベントが中止するなど、中国ならではの予期

せぬハプニングを何度か経験しました。また日中

関係が悪化した時期には、アニメなどの日本のコ

ンテンツをテーマにしたイベントの認可がされに

くいといった政治情勢も仕事に影響してきます。 

このような中国特有の難しさはあるものの、世

界の最先端のものを貪欲に吸収し成長している上

海は、街の発展速度、IT技術や普及の早さ、人々

の生活など東京の何倍もの早さで日々ダイナミッ

クに変化しており、そういった世界のスピードを

現地で、目で見て肌で感じられることは、日本で

は得ることの出来ないかけがえの無い経験だと私

自身感じています。 

私は何と言っても上海の一番の魅力は人だと思

います。世界経済を牽引する中国の経済の中心・

上海は、中国国内や世界各国から、多くの優秀な

人が、目的を持って自らこの場所を選択して来て

おり、野望を持って生きている人が多いです。そ

のような目つきの違う野心家たちと一緒に仕事を

していると、「こいつめちゃくちゃ優秀だな」と思

った人の給料が自分の数分の一以下、というよう

な状況も多く、海外で働いているからこそ感じら

れる危機感が、私の成長の大きな原動力になって

います。壁にぶつかり続ける日々ではありますが、

このような環境において、世界の第一線でどこま

で自分が通用するのか、街づくりを通してどのよ

うに地域に貢献することが出来るのか、これから

も私の挑戦は続きます。 

 

 

写真９：進化し続ける上海 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（最終回に続く） 


